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は非化学量論的化合物と成り得るのが特徴である。従って捕捉された分子 (guest molecules) の側か
ら見れば自分自身の存在によって殆んど影響されることのない環境 (host lattice) にあると云う特殊
な状態を実現しているために，数多くの研究者の興味を惹きいくつかの構造論的，物性論的，反応論
的及び応用的研究が報告されている。
キノーノレ包接化合物の結品構造は Palin と Pawell により詳しく解析された。 それによると，キ
ノーノレ分子は R3 の対称性をもっ格子を形成し， guest molecule はキノーノレのベンゼン環と酸素原
子によって互に 5.5A だけ距てられた，直径約 4.2A のほぼ球状の空孔に入っている。この物質の諸
性質の解明には，このような構造解析に基く推察に従って今まで guest molecule 同志の相互作用を













第二章実験装置の作製 (pp. 14--27) 
本研究に於いては低温比熱の測定， 示差熱解析法による誘電吸収の測定 (DLTA) ， 誘電率の測定
及び遠赤外吸収 (38cm- 1 ，.."， 50cm- 1，ヘリウム温度~室温)の測定の実験を行った。この章では低温比
熱計の作製と白金抵抗温度計の較正，及び新しい示差熱解析法による誘電吸収測定法の開発について
論じ後者については二，三の実例によって広い応用が可能であることを示した。





で行った。比熱は 178K に極大をもっピークを示し，その異常に伴うエントロピ一変化は Rln 2 に近






第四章 キノーノレ，メタノーノレ包接化合物 (pp. 60 ,..", 97) 

































カロリメーターによる 11 ，.....， 300K の比熱測定，著者により新たに開発された DLTA 法(dielectric 






のようなシアン化水素より小さい永久双極子をもつものが， 室温で order 状態の結論が疑はしいの
で，上述の DLTA 法を用いて研究した結果， 果して 60K に相転移を見出すことが出来た。 さらに
比熱測定からのエントロピ一変化量から，メタノーノレ分子の配向の 6 重縮退が転移点で 3 重縮退にな
る乙とが見出され，上述のX線解析の誤りを指摘することができた。さらに単結晶の誘電率測定結果
から，メタノーノレ分子の主軸が C軸方向の上下に等確率に配向する order-disorder 型転移現象であ
ることがつきとめられた。著者は，更にメタノーノレ分子の存在比が種々の割合をしめす非化学量論的
化合物 3 種についても同様の結論を示した。 とれらの結果を， CH4 ，.....， Kr 系，オノレソーパラ水素及び
重水素及び重水素系の転移点の濃度依存性と比較し，双極子相互作用，四重極子相互作用，八重極子
相互作の相違を統一的に説明した。
- 82-
以上著者は，包接化合物における相転移現象を初めて見出し， その機構を明らかにすることによ
り，分子間相互作用と相転移の関係について統一的知見を与えることに成功したものであって，副論
文 7 篇と併せ考え，理学博士の学位論文として十分価値あるものと判定した。
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